
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

468 第47回 大 会
一般 講 演要 旨

マ ウス 下垂体中葉および腎旁糸球体装匿に お よぼ す

レ セ ル ピ ン お よび ノ ル エ ピネフ 1丿ン の 影響
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　Effects　of 　rese τpine　 and 　norepinephrine 　Qn 　the

mQuse 　pars　 intermedia　and 　the 　juxtaglomerular

apparatus

YASUO 　 KOBAYASHI

　 ラ ッ トの 下 垂体 中 葉か ら ACTH 類似 物 質が 分泌

され る こ とを種 々 の 実験 に よ り超微形態学的 に 推論

した が （Kobayashi ，1965 ，1968，1969），こ の 推 論 は

免疫組織学的手法に よ り証明 され た　（Phifer　 and

Spicer，1970）。す な わ ち ACTH は 下垂 体前葉 お よ

び中葉の 2 ケ所 か ら分泌 され る こ と に な っ た 。 そ の

後，ナ ト リ ウ ム 欠乏状態が マ ウ ス 中葉細胞に 機能亢

進矇を示す こ と か ら，中葉 ホ ル モ ン と 副腎 ア ル ドス

テ ロ ソ と の 関係が 示 唆 され た （Kobayashi，1974　 a，

b
，
c）。さ らに ナ ト リ ウ ム 欠乏 と同時 に ， レ ニ ン 活性

を抑制す る プ P プ ラ ノ n 一
ル を投与す る と，中葉細

胞 は ナ ト リ ウ ム 欠乏単独の 場 合 よ り も有意 に 分泌顆

粒 の 産生 お よ び 放出増加を示す こ とが 明 らか とな っ

た （Kobayashi 　and 　Takema ，1676）Q こ れ は 中葉 ホ

ル モ ン が副腎 ア ル F ス テ ロ ソ 分泌 に 関与して い る こ

とを 強 く示唆す る。しか し中葉ホ ル モ ン が 副腎に 直

接作用す る の か ，また は tr・＝ ソ ー
ア ン ジ オ テ ソ シ ソ

系を 介 し て 作 用 す る の か 不 明 で ある 。 そ こ で レ セ ル

ピ ソ お よ び ノ ル エ ピ ネ フ リ ソ を 投与 し て ，中葉細胞

と腎旁糸球体細胞 の 変化 を比較 し た 。
レ セ ル ピ γ 処

理 の 中葉は ，観 床 下 部 か らの 抑制 が 取 り除 か れ て，

粗面小胞 体お よび ゴ ル ジ 装置 の 発達，分泌顆粒 の 放

出が起 り，機能亢進像 を示すが，レ ニ ソ 産生細胞 で

あ る 旁糸球体細胞 は 反対 に 機能低下鱇 を 示 す 。 ま た

ノ ル エ ピ ネ フ リ ン 処理 の 中葉 は 機能低下像を示 し、

旁糸球 体 細 胞 の レ ニ ン 顆 粒 は 産生増加 が 観 察 さ れ

た。す な か ち，中葉 ホ ル モ ソ は レ ニン
ー

ア ン ジ オ テ

ン シ ン 系 とは 独 立 に ，副腎 に 直 接俘 用 して 塩 類 代 謝

に 関与し て い る こ とが考え られ る 。
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